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6
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間

家
族
と
過
ご
す
時
間

コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
て
い
ま
す

　

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
の
変
化

や
外
出
自
粛
な
ど
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
70
．
3
％
が
家

族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

　

最
近
は
家
事
に
積
極
的
な
男
性
も
多

く
い
ま
す
が
、
世
間
で
は
ま
だ
「
女
性
の

仕
事
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
る
よ

う
で
す
。

「
見
え
な
い
家
事
」

見
え
て
い
ま
す
か
？

　

こ
こ
数
年「
見
え
な
い
家
事
」と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
見

え
な
い
家
事
」と
は「
名
前
の
つ
い
て
い
な

い
、
小
さ
な
家
事
」の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
見
え
な
い
家
事
」
が
女
性
の
負

担
を
大
き
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
男
性

に
は
見
え
に
く
い
、
け
れ
ど
女
性
に
は

し
っ
か
り
見
え
て
い
る
家
事
を
ほ
ん
の
少

し
ご
紹
介
し
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
の
内
容
が

よ
り
分
か
り
や
す
く

　

近
年
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
相

次
ぐ
中
、
よ
り
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明

確
に
す
る
た
め
、
避
難
情
報
の
運
用
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

改
善
内
容
▼
警
戒
レ
ベ
ル
４
は
「
避
難
指

示
・
避
難
勧
告
」か
ら「
避
難
指
示
」に

一
本
化　

な
ど

キ
キ
ク
ル（
危
険
度
分
布
）で

危
険
度
を
一
目
で
確
認

　

大
雨
に
よ
る
災
害
発
生
の
危
険
度
を

地
図
上
に
分
か
り
や
す
く
表
示
し
た
情

報
が
、
気
象
庁
H
P
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

市
の
発
令
す
る
避
難
指
示
な
ど
の
情

報
と
と
も
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
な
ど
を
配
信

緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

災
害
情
報
や
避
難
情
報
は
、
勝

山
市
緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
が
ま
だ
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

見
え
な
い
家
事（
例
）

•
毎
日
の
ご
飯
の
献
立
を
考
え
る

•
食
べ
残
し
の
食
品
を
冷
蔵
庫
に
し

ま
う

•
調
味
料
・
洗
剤
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

買
い
出
し
と
補
充

•
家
中
の
ゴ
ミ
箱
の
ゴ
ミ
を
集
め
る

•
ゴ
ミ
箱
に
ゴ
ミ
袋
を
つ
け
る

•
裏
返
し
の
服
、
靴
下
を
直
し
て
洗

濯
機
に
入
れ
る

•
脱
ぎ
っ
ぱ
な
し
の
服
を
回
収
し
て

洗
濯
機
に
入
れ
る

　

皆
さ
ん
、
全
部
見
え
て
い
ま
し
た
か
？

一
つ
ひ
と
つ
見
て
み
る
と
、
誰
で
も
で
き

る
小
さ
な
家
事
で
す
。

　

家
族
皆
で
助
け
合
い
、
お
家
時
間
を
仲

良
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
今
日
の
夕
食
を
「
何
で
も
い
い

よ
。」で
は
な
く
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

避
難
情
報
を
確
認
し
、
す
ば
や
い
行
動
を

問
監
理
・
防
災
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
2
5

「
見
え
な
い
家
事
」は
み
ん
な
で
協
力

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

詳細は
こちら

キキクル
気象庁HP

登録はこちら
（空メールを送信）
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今月のテーマ 「公共交通」応募方法
ご意見、ご提案を次の方法でお寄せください

（住所、氏名の記入は必要ありません。ただし年齢
はお書きください）
〇メール　kikaku@city.katsuyama.lg.jp
〇郵　送　〒911-8501勝山市元町1-1-1　
　　　　　勝山市役所 未来創造課あて
〇応募フォーム（Googleフォーム）
※ 今回のテーマ以外に関するご意見、ご
提案も随時お寄せください

みんなでつくる

みらいの勝山みらいの勝山
まちづくりの提案募集します！まちづくりの提案募集します！

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

公
共
交
通
に
つ
い
て

　

第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
、
公
共
交
通

機
関（
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
）の

利
用
率
は
い
ず
れ
も
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
に
よ
る
運

転
へ
の
不
安
か
ら
、
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
る
方
も
年
々
多
く
な
っ

て
お
り
、
今
後
公
共
交
通
が
重
要
で

あ
る
と
の
ご
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
）
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
と

こ
ろ
、
下
記
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

公
共
交
通
機
関
の
重
要
性
は
高

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
に
つ

い
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
？

　

ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

公共交通機関の利用状況について（バス）

ほぼ毎日
週1回以上
月2～3回程度
月1回程度
数ケ月に1回程度
1年に1回程度
数年に1回程度
利用しない
無回答

0.5％
0.9％
0.9％
1.3％ 2.6％

4.6％

8.4％

71.2％

9.6％

公共交通機関（バス）の利用頻度について

ほぼ毎日　　週 1回以上　　月２～ 3回程度　　月 1回程度　　数カ月に 1回程度　　一年に 1回程度　　数年に 1回程度　　利用しない

全　体
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第６次勝山市総合計画アンケート

アンケート
全集計結果
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